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▌新規会員入会促進キャンペーンについて 

第 31 回通常総会にて 2022 年度も「新規会員入会促進キャンペーン」を継続することが決まりました。 

じゃおクラブにとって新規会員の獲得は最優先課題で、入会のハードルを少しでも下げることが、地域

じゃおの会員獲得に役立つと思われます。会費値下げ（6,000 円⇒4,000 円）と合わせ、「新規会員入会

促進キャンペーン」が会員獲得に役立つよう願っています。 

キャンペーンの内容 

１．入会キャンペーンは、2022 年 4 月から 2023 年 3 月に新規入会される方が対象です。 

２．入会初年度（2023 年 3 月まで）の会費が無料になります。 

３．会員の紹介で、新規に入会した会員が次年度以降継続した場合、紹介した会員の年会費が半額にな

ります。入会者が 2 名以上の場合は年会費を免除します。（※） 

※ 2022 年度の場合、新規入会者が 2023 年度も継続することが条件です。 

「新規会員入会促進キャンペーン」はじゃおクラブのホームページでも告知しています。 

https://jaoclub.com/campaign/ 

▌事務局だより 

１．会員動向 

5 月 1 日現在会員数 

湘南 県央 ベイサイド 多摩・田園 計 

36 30 32 27 125 名（Eグループ会員：112 名） 

4 月 9 日付入会者 1 名  加藤 一雄氏（県央） 

２． 運営委員会報告 

5 月 22 日(日)オルタ館 201 会議室にて対面で実施しました。 

協議事項とその結果の概要は以下の通りです。 

1） 第 31 回通常総会報告（議決結果及び質疑内容）について（大澤委員） 

5 月 12 日付にて、前総会担当の大出会員より総会報告書がメール送付され、その後、ホームペ

ージにも掲載されました。その内容を確認しました。 

2） 「新規会員入会促進キャンペーン」継続について（大澤委員） 

通常総会で「新規会員入会促進キャンペーン」継続が決議されましたので、さらに周知が必要

か議論しました。 

今後、地域じゃおにおける積極的な勧誘、新規入会した会員へのフォローアップが必要との認

識で一致しました。各地域じゃおにおいて、どのように勧誘活動に取り組むか、また、新規入

会した会員へのフォローアップをどのように進めるかについて議論するなどして、積極的な取

り組みをお願いします。  

https://jaoclub.com/
https://jaoclub.com/campaign/
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3） 新年度運営委員の業務分担 

互選により、次のように決定しました。 

担当 正 副  

代表 大澤委員 竹内委員  

総会担当 大澤委員 永井委員  

運営委員会 福山委員 佐藤委員  

じゃおニュース 
 記事とりまとめ担当・編集担当・掲載担当 

 （永井委員・竹内委員・安田委員） 

会員管理 高橋委員 竹内委員  

会計 石井委員 

ホームページ 竹内委員 安田委員  

監事 島村監事、土屋監事 

※ 記事とりまとめ担当は地域じゃお担当への記事執筆依頼と記事入稿のとりまとめを担当し

ます。 

4） 今後の運営委員会のスケジュール予定（大澤委員） 

協議の結果、今年度の運営委員会開催日は次のように決定しました。 

7 月 24 日(日)、9 月 25 日(日)、11 月 27 日(日)、1 月 22 日(日)、3 月 26 日(日) 

原則としてオンライン開催で時間は 10:00～12:00 です。 

※ 月末開催になる関係で、じゃおニュースと予定表の発行日は 5～10 日の間を目標とします。 

5） 個人情報保護法の改訂について（竹内委員） 

個人情報保護法が 2022 年 4 月 1 日に改訂されたことに伴い、自治会や同窓会も個人情報保護

方針を公表する対象になりました。原案を作成の上、運営委員会で議論し、早期の HP 掲載を

目指します。 

３．次回の運営委員会  

日時：2022 年 7 月 24 日（日）10:00～12:00 オンライン開催 

議長：高橋委員  書記：佐藤委員 
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▌特別寄稿 

佐賀県に転居された県央会員の前田康行さんから投稿が届きました。転居する際、相模原市から佐

賀県まで、車を運転して高速道路を使わずに移動した冒険談です。長文なので 7 か月の連載として皆

様にお届けします。道中記をお楽しみください。 

不如帰道中記～その 1 

じゃお県央 元相模原市 前田 康行 

じゃおサロンでご紹介させていただきましたが、私こと生まれも育ちも九州は佐賀県です。馬齢を重

ねるにつれ、生まれたところで死にたいとの思いが高じ、齢 70 にして古里佐賀県に帰る決心をいたし

ました、不如帰。で、その帰り方なんですが、飛行機や新幹線あるいはフェリーとかは不如帰にはふさ

わしくないような。せめて明治、大正時代のような（知らんけど）苛酷な旅の末、やっとの思いで古里

にたどり着く、そういう体でなければ。というわけで、車で、高速道路、有料道路を一切使わず下道の

みで！相模原から佐賀県まで帰ろうと決断。もちろん単独行。ただし、スマホのナビシステム（マップ、

音声付き）を使用。勇ましいことを言っておきながらすみませんがご容赦を。実際、これがなければ、

今回の旅、完遂できたかどうか。 

さて今、長い車旅を終え、古里佐賀にたどり着いてつくづく思うに、高齢者はこんなことはあんまり

やらん方がええやろなと。後に書いていますが、一般道は昔に比べて全体的に車の巡航速度が速くなっ

ています。その分危険度も増していると言わざるを得ない。今回、この点は承知しないまま、これが人

生最初で最後だーと無謀にも決行したんですが、車の運転が大好きだとか、苦にならないよって人だっ

たらまだしも、そうじゃない人は身の安全のためです、やめた方がいい。ただ、一方で、この旅を終え

て案外楽しかったなあ、思い切って決行してよかったなあ、という気持ちも芽生えてます。なんかまた

機会があったら、今度は佐賀から神奈川まで車で行ってもいいかなあ、下道で、なんていう思いも。私

の場合、車の運転が好きだからなんでしょうが、人によってはこういった旅も面白いと思えるかも。車

の運転ができるうちに、体の動くうちにチャレンジ、という考えもあっていいかと思ったりもしてます。 

とはいうものの、キャンピングカーなんかで日本一周とかをおやりの方を除けば。おそらくじゃおの

皆さんの中で、今回の私のような経験をされた方はあまりいらっしゃらないと思います。若い時にやっ

たで～という方は無視、あくまで高齢者。そこで、高齢者としては珍しいであろう今回の車旅を、道中

記風にまとめてみましたので以下にご紹介させていただこうと思います。20 年にわたりお世話になっ

たじゃおの皆さんに感謝の気持ちを込めて。ちなみに、大学時代の教え子にこの車旅の顛末を伝えまし

たところ、まるで 20 代の若者のやるようなことですね、70 になった人のやることじゃありません、と

たしなめられてしまいました。 

 （写真は日本海です。島根県浜田市あたりかなあ） 
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▌会員だより 

雑  感 

湘南 大場 繁好 

この 2 年余り外出の機会が減るなかテレビスポーツ観戦、とりわけ野球放送を楽しんでいる。野球放

送で楽しみなことの一つに、リプレー検証（呼称はリクエスト、アメリカ MLB ではチャレンジ）があ

る。リプレー検証は、僅差のゲームなら勝敗を決することにもなる判定で、以前ならクロスプレーで監

督の抗議が延々と続き時間を費やすことも度々であった。ホームベースでのクロスプレーでは、両軍入

り乱れての乱闘や退場者も出ることなどは珍しくなかった。日本のプロ野球でも 2018 年からリクエス

トのリプレー検証が導入されて、無駄な抗議時間も解消されるようになった。このリプレー検証、短い

時間ではあるが問題のプレーが何度もアップで放送され、この間の選手の表情なども放送されて面白い。

テレビ画面を通じてそのプレーがアウトだ、セーフだと勝手に判断しながら検証結果を待つ楽しみもあ

る。審判団の判定が長引くと球場が湧いてくるし、検証を求めたチームを応援している観客は歓喜の声

を発して盛り上がる（一昨年からは大声を出しての応援は禁止なので寂しい）。 

一方対戦チームを応援している観客は何とも複雑な表情、問題のプレーが繰り返し放送され、合間に

は観客の表情もアップされる。僅差のゲームならなおのこと映される観客の表情は豊かで面白い。それ

が球場内の大型画面に映されるので応援席はさらに盛り上がる。テレビ画面を通じてその雰囲気を味わ

い楽しんでいる。このリプレー検証をリクエストするのはほとんどがベンチの監督なのだが、プレー中

の選手のなかには戸惑いの表情を見せたりする事もある。稀に選手自らが検証を求める事もあるが、選

手から要求するのは明らかに判定が間違っていると確信を持っている場合が多いようだが、それでも検

証結果が変わらずばつが悪そうに引き上げる選手もいれば、諦めきれずに悔しそうな表情をする選手も

いて面白い。いずれにしても審判員にとっては嫌な事だろうと思うと、審判員には気の毒なルールとも

思う。さすがに担当審判の表情は映されないので救われる。ちなみに、リクエストの成功率は 30％程度

で失敗の方が圧倒的に多いようだ。 

このところ大リーグ大谷選手の活躍が毎日生中継されている。MLB チャレンジのリプレー検証は画

質が良くセーフ、アウトの判定が鮮明に映し出される。さすが野球の本場らしく MLB が先を行ってい

るようだ。日本でも鮮明な画面を期待したいところだ。現在は観客数の入場制限が撤廃されたものの、

大声禁止で静かな応援だが、いずれは以前のような賑やかな応援となるだろう。クロスプレーを期待し

つつ多くのリプレー検証を楽しみたいものだ。 
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備前楯山と足尾銅山への旅 

湘南 増田 勝男 

去る 5 月の 13～14 日に、昔の登山仲間と足尾銅山の日光足尾「備前楯山」への登山に出かけた。久

しぶりの登山と楽しみにしていたが、このところ狭窄症なのか腰痛が出てどうも足腰が良くない。そろ

そろ歳かな、登山は無理かな…と悩んでいたが、宿は温泉と聞きそれだけでも楽しみと出掛けた。 

着替え、雨具、飴・カロリーメイト、登山用具をリュックに詰め込み、ストックを差せばその気に…、

しかし明日にかけて天気は下り坂、車窓からの景色は雨模様である。 

旅は、「東武浅草駅」から特急りょうもうに乗り「相老駅」へ、渡良瀬渓谷鉄道に乗り換えて「通洞駅」

で下車。麓の天気はやはり雨が降り続き、やむなく明治の近代化産業遺産である足尾銅山の街の“観光”

に出かけることにした。 

駅にあったパンフレットなどによると、16 世紀中頃には、銅の採掘がはじめられていたようだが、手

掘り生産は次第に低下し、江戸末期にはほぼ廃山同然だったようだ。ところが、明治維新を境に古河市

兵衛が銅山を買収し、近代的手法による鉱山開発を進め有力な鉱床を発見、以後急激に発展した。明治

政府や渋沢栄一などの後押し？とも言うべき、いわば富国強兵政策の一環だったのであろうか。 

資料によると銅の産出量が増えることに伴い水力発電所を完成させ、電気ポンプや電気巻上機を設置

し、排水・鉱石を効率化、更に電気鉄道や架空索道（ロープウェイ）、軽便馬車軌道を敷設するなど次々

運搬の合理化が進められた。更に詳しくは分からないが、「ベッセマー式転炉」による練銅法を実用化、

高品質の精銅製造を可能にし、これらの技術革新により東洋一の生産性を誇る銅山へと成長させた…と

ある。 

一方、銅山の成長は精錬過程で発生する亜硫酸ガスの煙害から重金属を含む排水による水質汚染や農

地の土壌汚染をもたらし、あの「足尾鉱毒事件」を発生させることになった。古河は足尾銅山の防除技

術に巨費を投じ、日本や世界での公害対策の起点となった…と、近代化産業遺産として「世界遺産登録」

を目指す日光市資料に綴られている。 

私は登山と言うことよりも、このような足尾銅山の歴史に触れ学ぶこととなった大雨に感謝する気分

であった。夜中も大雨は続き、翌日の登山は足場が危険とのことで断念。残念ながら、備前楯山＝黒岩

山の銅鉱の路頭を見ることはできなかった。 

やむなく早朝から「美肌のなめらか泉質」の温泉・雨の露天風呂に入る。かの「足尾鉱毒事件」は、

古河市兵衛やその後の古河鉱業・古河機械金属へと引き継がれた取り組みのお蔭なのであろうか？今は、

「極楽湯」である。感謝 !!! 

宿を出て通洞駅周辺の散策に出る。渋沢栄一や西郷従道などと足尾銅山の関わりや、明治人の活躍の

跡「古河足尾歴史館」「古河掛水倶楽部迎賓館」などの栄華に触れて後、帰路はわたらせ渓谷鐡道のトロ

ッコ電車に時間を合わせ、宿で登山用に頼んでおいた大きなおにぎりを食べながら、山藤・新緑の見事

さ、渓谷景観の清々しさに浸っていた。秋の紅葉の大景観・素晴らしさを妄想しながら、登山のない「備

前楯山」と「足尾銅山」の旅を終えた。 
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老犬介護奮闘記 

県央 江上 寛 

糖尿病の治療を始めてから 4 年、人にすると 76 歳ほどになる我が家のチワワ（雄 15 歳）の介護奮闘

記です。糖尿病の治療は、朝夕のインスリン注射各 5 単位を自宅で行っている。当初は注射時に暴れて

3 人掛りだったが、2 か月ほどで私も犬も慣れて一人でできるようになった。糖尿病の特徴として水を

たくさん飲む。たくさん飲んだら出るものもたくさんで、尿取りシートを 1 日に何度も取り換える。 

昨年 10 月になって、家の中で頻繁に左に回るようになり、柱や壁にぶつかるようになった。外の散

歩でも時々左回りしないと前に進めなくなった。獣医に相談したところ、前庭疾患という平衡感覚器官

の病気で、暫く様子を見ることになった。家の中の犬が歩くところ全てについて見直し、金属の角やと

がった物などでケガをしないよう一部配置換えも行った。 

11 月ころ、雷が鳴っても全く怖がらない。以前は、雷光や

雷鳴の届かない暗い棚の下などにもぐり込もうとして大騒

ぎしたものだが、今は平気で寝て居る。耳や目が悪くなって

感じなくなっているらしい。飼い主からすると静かなので助

かるが、呼んでも反応しなくなり柱などにぶつかる頻度も多

くなった。病状がこの先どうなるのか心配だ。 

年が明けて 1 月になると家の中のどこででも排尿するよ

うになった。1 日に何回も消臭殺菌剤を吹き付けて床やカー

ペットの拭き掃除である。たまらず、犬にオムツを着けるこ

とにした。犬の尿専用オムツは 1 袋 38 枚入りで 2,100 円ほ

ど。1 日 4～5 回付け替えるので、月 8 千円ほどかかる。年

金生活には負担になるので、何とかならないか考えた。犬の

尿専用オムツは、犬の腹部を覆って背中へ回し、オムツの両

端に付いているマジックテープで固定するようになってい

る。 

人間のオムツは、大小便兼用で小便用にオムツの中に尿パッドを着けて、汚れたらパッドだけを交換

するとういうやり方である。この方法を応用し、犬の尿専用オムツの内側に人間用の尿パッドを重ねて

着けるようにしてみたところ、うまくいって、内側のパッド交換だけで犬用はそのまま数日使えた。 

人間用の尿パッドは、57 枚入りで 770 円ほど。犬の尿専用オムツは同じ 1 枚を尿が多くて漏れた時

に交換するので、月 5～6 枚使う。犬用オムツと人間用パッドを合わせて月 2,000 円ほどで済む。大助

かりとなった。 

4 月のある朝なぜか全く食べない。インスリン注射を打つのは止めて経過を見ていると、昼も食べな

い。全く元気が無く横になって寝ている。病院へ行けば点滴を打つ場面だろうと思い、以前に獣医から

聞いていたスポーツドリンクを針のない注射器に入れて口から飲ませてみた。しばらくすると少しずつ

夕食を食べ始めた。いつもより食べる量は少ないが元気が出てきて、夕方のインスリンをいつもの量の

半分ほど打つことができた。 

夜中にもスポーツドリンクを数回に分けて飲ませて、栄養補給を心がけたところ、翌日の朝食は普通

に食べてくれた。散歩にも出ることができた。妻と二人で大喜びである。 

老犬の介護を中心に忙しく過ぎてゆく毎日、犬が元気でいてくれることを願っている。 
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「話し言葉」雑感 

ベイサイド 大澤 輝之 

NHK で、時 「々アーカイブス」と称して、NHK が保管している昔の映像を放送することがあります。

先日も偶々終戦直後の東京・下町の風景を視ました。街の風景などと共に人々へのインタビューがあり

ましたが、その何人かの人々の話し言葉に何となく違和感を覚えました。どの人も下品とは言いません

が、早口で、がさつで、せわしなく喋っているのです。現在の下町の人たちの多くは、殆どがもう少し

ゆったりとほぼ標準語に近い言葉を喋っています。でもそこで気が付きました。自分も 70 何年前はあ

のおじさん、おばさんと同じような話し方をしていた覚えがあるなと。 

人々の話し言葉が記録されているのは、せいぜい 100 年前でしょう。70 何年の間でもこんなに話し

方が変わっているとしたら、その前の明治時代、江戸時代、鎌倉時代更には平安時代にはどんな話し言

葉だったんでしょう？ 文章で記録されていても、それだけでは話し方は正確にはわかりません。 

ドラマ等の時代劇で「拙者は・・でござる」なんて、現代人に理解可能なようにやっていますが、こ

とによると実際には現代人にはチンプンカンプンの話し方だったんではないかと想像してしまいます。

それも、公家やお殿様や武士や庶民、それぞれに異なる変遷があったのではないでしょうか。 

最近の話し言葉で気になるのは、いわゆる「ら抜き言葉」の横行です。戦前から一部では使われてい

たらしいのですが、現代では青少年のほとんどや、一部の壮年層にも浸透しているようです。「見られ

る、食べられる、来られる、着られる、起きられる」等「・・することができる（can）」の「ら」を抜

いて「見れる。食べれる、来れる、着れる、起きれる」というあれです。アナウンサーなどは絶対使い

ませんが、テレビに出てくるタレントなどでは「ら抜き」の人が多く見られます。 面白いのは、テレ

ビのバラエティーや街頭インタビューなどでテロップが出る時、画面の人は「ら抜き」で話しているの

に、テロップはちゃんと「ら」を入れて表示していることです。規制があるのでしょう。 

can以外の使い方の時、「来
こ

られる」に「お」がついて「怒られる」になると「ら」は抜きません。こ

の言葉の使い方のことだけで言語学の一ジャンルになっているようですが、そのうち標準語として認め

られてしまうのではないでしょうか？ 

「ら抜き」会員が多数になった時、じゃおの若返りが実現されたことになるのでは、と思います。 

ついでに話し言葉でもう一つ。世の中でマスコミも含めて多くの人に浸透しているのに、どうしても

馴染めないのが「やばい」という言葉です。ご幼少のころから「やばい」なんていう言葉は、ほっぺに

傷のある怖いお兄さんたちの使う言葉だよ、と教え込まれた身としては、何とも複雑な気持ちです。本

来は「危ない、具合が悪い、まずい」というような意味だったのが、最近では「美しい、素晴らしい、

美味しい」等、肯定的な意味に使われています。山の頂上からの景色を見て「やばい！」、大谷がホーム

ランを打って「やばい！」、美味しい料理を一口食べて「やばい！」。 

さすがにアナウンサーは使いませんが、こちらの方はテレビの画面のテロップにも堂々と出てきます。

日本語を学ぶ外国人にどう教えるのでしょう？ 

「歌は世に連れ、世は歌に連れ」と言いますが、言葉についてもこんな雑感を綴ることで逆らっても

どうしようもなく、結局はなるようになるのだと思います。 

関東人にとって、関西弁が昔はなかなか馴染めなかったのが、今では笑福亭鶴瓶や明石家さんま達の

おかげで、何の違和感も感じないのと同じことだと思います。 

雑感でなく戯言だった気がしますが、皆様は「ら抜き」派、「やばい」派ですか？ 
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▌じゃお県央 

てくてくウォーク～第 3 回 てくてく里山歩き「震生湖～萬緑の丘」～ 

天気予報の降雨確率が何度も変わり少しやきもきしましたが、前日には参加予定の皆さんに催行の連

絡をすることが出来、少し発雷警報が出ていましたが無事開催（5 月 22 日）することが出来ました。 

今回の出席者は湘南 2 名、ベイサイド 2 名、多摩・田園 1 名、県央 10 名にエンゼルあきちゃんから

1 名参加で合計 16 名でした。 

1 か月前の下見のときは、小雨の後の曇り空の下、少し涼しい爽やかさを感じる歩行でしたが今日は

天気が良くなりすぎました。25℃という暑さで新緑の下爽やかなハイキングと考えていたのでしたが少

しばて気味の歩行となりました。5 月下旬は初夏ですからやむを得ないのかもしれませんが。寒さや雨

を心配していたのに天気が良くなったらなったで天気が良すぎると文句を言う、人間とは勝手なもので

す。 

駅のスーパーで弁当と飲み物を調達し 10 時 10 分元気よく出発。秦野総合高校までの緩やかな坂道を

ゆっくり街歩き。尾根道に入ると秦野市街が眼前に開けすばらしい眺望に歓声を上げる。この場所は何

度来ても感嘆する。尾根道沿いにはたくさん耕作地があるが野菜のほかに種々の花々が咲き競っている。

農園をやっている者にはなかなか興味がそそられる場所である。 

震生湖には福寿弁財天より降りる。釣りのメッカ

になっているがハイカーも多く訪れるようで観光地

としてずいぶん整備がなされている。下見時にここ

で休憩と考えていたが、多くのハイカーがいてベン

チは占領されていた。なんとなく中途半端な休憩と

なったが 11 時半予定通り出発。湖の真ん中の橋を渡

り坂を登ると舗装道路に出て、坂を下ると中井町境

の集落となる。こんな山の中に集落がと驚くが「車」

社会では不便を感じないのかも。じゃおのメンバー

には新鮮な感動を与えたよう。 

東名高速道を超え一面緑の山々を眺めながら丘の上の道を進む。ふれあい境休憩所に到達。気温が高

く震生湖での休憩も不十分だったため皆さん少しお疲れ、予定を早めて昼食にする。16 名が楽に座れる

ベンチがありトイレもある。周りは一面緑、遠くに相模湾「伊豆大島」も見える。皆さん元気を回復し

ほぼ予定通り 12 時 50 分出発、萬緑の丘・海の風を通り中井中央公園へ。本日は少年野球の大会のよう

で大勢の人出、ふれあい野菜売り場は品薄であった。ソラマメは、たくさんあった。下見のときはタケ

ノコだったが。 

中井中学校バス停にバス発車 20 分前に到着。予定通り 14 時 30 分秦野駅到着、全員怪我もなく元気

に完歩、7 名が例のごとく反省会をおこなった。 

（県央 石川 武司 記・大場 幸雄 写真） 
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定例そば打ち再開 

昨年 9 月以降、新型コロナウィルス感染症拡大防止の為中止していた定例そば打ちを 5 月 16 日に久

しぶりに開催しました。 

今回は参加者も 10 名と多く、会食も出来る事となり皆鈍っていた腕の感触を確かめながらそば粉を

こねていました。 

そば粉 240ｇ つなぎ用小麦粉 60ｇ計 300ｇの二八そば粉を 8 セット用意し、美濃部さん、大場さん

の指導のもと 3 個のこね鉢で全員がこねました。水量で硬くなったり柔らかくなったりするそばを丸め

て 15 分ほどねかせた後、めん台の上で厚さが 1 ㎜位になるまで麺棒で延ばし、こま板と包丁を使い切

断しました。 

一定間隔で切断するのはなかなか難しく幅、太さ共バラバラに出来上がってしまいましたが茹で終っ

て皆で出来栄えを確かめながら各々美味しく完食することが出来ました。 

（県央 福山 信二 記） 
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▌じゃおベイサイド 

JAXA 相模原見学 

日時：8 月 20 日（木）13:30～16:30 参加者：22 名 

久しぶりのベイサイドサロン（第 51 回）、JAXA 相

模原の見学と講演「金星の謎」を企画しました。宇宙

探査交流棟に加え、一般には公開されていない衛星

管制室、衛星運用室の見学と、2010 年に打ち上げら

れ、今も金星周回軌道でデータを取り続けている探

査衛星「あかつき」のプロジェクトマネージャー中村

教授による「金星の謎」と題したレクチャーも受ける

ことが出来ました。屋外には、全長約 50m、胴径 2.5m

の固体燃料ロケット M-Vの実物が展示されており壮

観でした。固体燃料ロケットの製造は日産自動車(プ

リンス自動車)が受託開発していたが、ゴーン体制になり IHI に変更されたとのこと。（M-V は能力的に

は ICBM 級ですからネ・・・）。 

次に案内をされたのは「はやぶさ」のタッチダウン中継などでお馴染みの衛星管制室。電子化、自動

化が進み、コンパクトな部屋にリニューアルされていました。ここから臼田にある通信観測所や NASA

などの協力を得て 24 時間体制で観測衛星との通信や監視ができるとのことでした。運用室には探査衛

星「あかつき」に送る姿勢制御コマンドなどの詳細な指示スケジュールがボードに映し出されていまし

た。 

宇宙探査交流棟は一般公開されており、ペンシルロケット(1955 年開発開始)に始まる歴代ロケットや

観測衛星の模型、小惑星探査衛星「はやぶさ」の実物大模型、回収カプセルなどが展示されていました。

将来の可能性を秘めた孫世代に見せた方が有効ではとの印象。 

中村教授による「金星の謎」のレクチャーは、素人にも分かりやすくという難問に対応していただき

ました。地球に最も近く、地球とほぼ同じ大きさであるにも関わらず、南北が逆、自転も逆方向で 243

日かけて一回転、海がない、大気は二酸化炭素で 90 気圧（深さ 1 ㎞の水圧と同じ）、自転とは反対方向

に 400Km/時の超高速の風が吹く（スーパーローテーション）などの謎が多く、科学者にとっては興味

を引く対象である。「あかつき」には観測波長の異なる 5 台のカメラが搭載され、異なる高度の雲の動

きを継続的(2015 年末～現在)に捉えることができた。その結果スーパーローテーションを維持するメカ

ニズムが解明されたとのことです。そのメカニズムが一枚の模式図に凝縮されていましたが、角運動量

輸送などの物理用語が出てきて理解不能。論文の共同執筆者である中村先生自身もパッと見では理解で

きなくて、学生に聞いたと謙遜をされていましたが！ 「あかつき」から送られた画像で謎が更に深ま

り、解明したいテーマが増えてしまったが、残念ながら金星探査は人気がなく予算が付きにくいとのこ

とでした。納税者として、削減され続けている科学研究費の増額を応援したいものです。 

最後に、「みやげもの店（生協売店）」で宇宙関連グッズ（宇宙食、模型、ロゴ入りの T シャツ､帽子

など）の買い物を楽しみ、今回の見学会を終えました。 

なお、今回お世話になった中村教授は、ベイサイド M さんの高校時代物理の生徒とのことです。 

（ベイサイド 諏訪 記・土屋 佳一 写真） 
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▌じゃお多摩・田園 

新緑の京王百草園と高幡不動尊～仲間と街歩き～ 

京王百草園は京王線の百草園駅から徒歩約 20 分の場所にある小さな日本庭園です。江戸時代に作庭

され、近郊の名所として「江戸名所図会」などにも紹介されました。2022 年 5 月 17 日、「仲間と街歩

き」の参加者 10 人は「京王百草園」を訪れ、その後「高幡不動尊」まで歩いてきました。 

今年は連休が終わってからというもの、連日、梅雨

のようなお天気が続きました。2 日前になっても天気

予報ははっきりせず、当日は細かい雨が降るかもし

れないと伝えていました。このため仕方なく、待ち合

わせを 11 時から 10 時に変更し、昼食もお弁当の予

定を外食に切り替えました。残念ながら予想的中。現

地は傘をさすほどではないものの、細かい雨が降る

一日となりました。 

それでも行きたかった理由は、昨年、下見まで済ま

せたものの雨で中止となり、2 年越しで実現したイベ

ントだったからです。 

最寄りの京王線百草園駅から現地までは急坂が続きます。案内には徒歩 10 分とありましたが、コロ

ナ禍での運動不足がたたり、20 分かかってしまいました。それにしても皆さんお元気でよく歩きます。

一番、遅かったのは私かもしれません。 

園内では、紫陽花には早いけれど、アヤメ、菖蒲、

しゃくやく、しゃくなげなど様々な花が咲いていま

した。この季節ならではの新緑もきれいです。たくさ

んのモミジがありましたので紅葉の季節も良いかも

しれません。山頂へ向かう道には、スダジイやシラカ

シなどの巨木があって、頭上高く枝を伸ばしていま

す。湿った森の空気を感じながらのウォーキングで

自然のパワーをもらえたかもしれません。 

園内の見晴台から東京スカイツリーが見渡せると

のことでしたが、この日は、スカイツリーはおろか新

宿の高層ビル群が影のようにかすんで見えるだけでした。 

目にも鮮やかな緑と森林浴を楽しんだ後は、歩いて高幡不動尊へと向かいました。約 2 km、30 分の

道程です。川崎街道を歩いていくと、金色に輝く相輪（そうりん）と朱塗りの外観が鮮やかな五重塔が

見えてきます。立派な仁王門を持つ高幡不動尊を拝観し、不動堂へお参りしました。 

12 時も過ぎ、昼食のお店を探す段となりました。混雑や総勢 10 人が入れることなどを考えなくては

なりません。「お酒を飲みたい」との希望もあり、名物の「開運そば」組と居酒屋組、二手に分かれ、コ

ロナ禍で減った会話を取り戻すような貴重な時間を楽しんできました。 

（多摩・田園 竹内 純一 記・写真） 
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町田えびね苑・ぼたん園～グラファーズ 5 月度撮影会～ 

5 月 3 日に実施しましたが、天候に恵まれエビネの撮影には絶好の日よりとなりました。 

えびね苑は町田駅からバスで「藤の台団地」下車 5 分のところにあります。メンバーにエビネの写真

を見せて頂き、魅せられてこの日の撮影会を楽しみにしていました。実は私はエビネを見たことが無い

のです。メンバーに言わせると「見たことあると思います」と言うのですが記憶がありません。 

エビネはスギ林の中に植えられており、木漏れ日がところどころのエビネにまるでスポットライトの

様に当たっておとぎの国に迷い込んだような気分になりました。自然のスポットライトですから撮影し

ようと思うと消えてしまい、もう少し右を照らしてくれないかと思っても言うことを聞いてくれません。 

その花は後回しにして別のエビネを撮影したり、工夫をしながらの撮影が続きました。エビネは北海

道から沖縄まで分布しているラン科の多年草ですが、洋ランとは比較にならない地味な存在です。あっ

という間に時間が来てしまい、エビネの撮影は終わりにしてぼたん園に向かいました。 

ボタンは美人を形容する言葉にもなっている華や

かさの象徴です。330 品種、約 1,700 株のボタンが植

栽されているそうです。これも奇麗だ、これも奇麗だ

と撮っていると、花をクローズアップした日の丸構

図の写真の大量生産になってしまいました。しょう

がないだろうきれいなんだから、と開き直ることに

しました。 

終了後はメンバーの自宅での反省会で、楽しく盛

り上がりました。 

メンバーの力作がホームページにアップされてい

ますので、是非ご覧ください。 

こちらのギャラリーは毎月更新されて、最新の写真が掲載されています。 

https://jaoclub.com/tama-denen/gallery/ 

（ベイサイド 藤井 直敏 記・多摩・田園 山脇 哲郎 写真） 
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じゃお多摩・田園ゴルフ親睦会 

5 月 25 日（水）、足柄森林カントリー倶楽部で 2022 年度春のじゃお多摩・田園ゴルフ親睦会が行わ

れました。幸いにしてお天気に恵まれ絶好のゴルフ日和でのラウンドでした。 

新型コロナの感染も下火になりいろいろな行動制

限もなくなってきているようです。マスク不要との

ガイドも出てくるようになり、これで外でのスポー

ツは自由に楽しめるようになりました。 

総勢 7 名の参加で 2 組でのプレイでした。ラウン

ドではスルーザグリーンでのプレイス、グリーン上

でのコンシードの緩和などを取り入れ、スコアに執

着しすぎることなく一打一打の感触を楽しめるよう

な形で行いました。 

無事トラブルもなく終了、入浴後レストランでの

ソフトドリンクを飲みながらプレイの感想など楽しく会話しながらのお開きとなりました。 

また秋に開催を予定しています。気楽にラウンドできます。是非ともご参加をお待ちしています。 

（多摩・田園 千葉 敏行 記・写真） 

 


